
（参考資料） 戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）

情報通信技術（ICT）分野において新規性に富む研究開発課題を大学・国立研究開発法人・企業・地方公共団体の研究機関な
どから広く公募し、外部有識者による選考評価の上、研究を委託する競争的資金。これにより、未来社会における新たな価値創
造、若手ICT研究者の育成、ICTの利活用による地域の活性化等を推進。

Strategic Information and Communications R&D Promotion Programme （SCOPE)

（１） 社会展開指向型研究開発

「新たな情報通信技術戦略の在り方 中間答申・第２次中間答申」を踏まえ、IoT/BD/AI時代に対応して、実用化・社会実装を意識した、新たな価値の創造、社
会システムの変革並びに地域の活性化及び課題の解決に寄与するICTの研究開発を委託。

（２） ICT基礎・育成型研究開発

ICT分野の研究者として次世代を担う若手人材を育成することや中小企業等の斬新な技術を発掘するために、Feasibility Study（本格的な研究開発のための予備
実験や理論検討等の研究開発）として課題終了後の発展が見込める課題や、情報通信分野の基礎的な技術の発展に寄与する課題の研究開発を委託。

（３） 国際標準獲得型研究開発

ICT分野における研究開発成果の国際標準化や実用化を加速し、イノベーションの創出や国際競争力の強化に資するため、外国の研究機関との連携による研究
開発を戦略的に推進。

新規公募
（４） 電波有効利用促進型研究開発

電波の有効利用をより一層推進する観点から、
新たなニーズに対応した無線技術をタイムリーに
実現するため、電波の有効利用に資する先進的
かつ独創的な研究開発を委託。

（５） 電波COE研究開発プログラム

ワイヤレス分野の研究者を育成・輩出するため、
研究環境の構築及びメンターによる研究活動や
電波利用のサポートを一体的に行う、共同型研
究開発を支援。

（６） 独創的な人向け特別枠～異能vation～

ICT分野において、破壊的な地球規模の価値
創造を生み出すために、大いなる可能性がある
奇想天外で野心的な技術課題への挑戦を支援。
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電波有効利用促進型研究開発

電波の有効利用をより一層推進する観点から、新たなニーズに対応した無線技術をタイムリーに実現するため、
電波の有効利用に資する先進的かつ独創的な研究開発を委託。

○ 対象

大学、民間企業、研究開発法人、地方公共団体等の研究機関

○ 研究費等（間接経費は直接経費の30%を上限として別途配分）

プログラム名 対象とする研究開発課題
研究開発経費

（年度当たりの上限額）
研究開発期間 備考

電波の有効利用に資する先進的かつ独 フェーズⅠ： 500万円 フェーズⅠ：１か年度
創的な研究開発課題 フェーズⅡ：3000万円 フェーズⅡ：最長２か年度 フェーズⅡ

電波有効利用
促進型研究開発

先進的電波
有効利用型

は、提案内
容によって
評 価 の 項
目が異なる。

（社会展開促進型）
電波を用いたＩｏＴシステムの構築や社会
展開を促進し新たなワイヤレスビジネスの

フェーズⅡ：3000万円 フェーズⅡ：最長２か年度

創出を意識した研究開発課題

＊ 表中、今回の採択課題に係るプログラムを朱書きで示しています。
○ 研究開発と評価の流れ

2
採択評価

フェーズⅠ

フェーズⅡ
（１年目）

フェーズⅡ
（２年目）

継
続
評
価

専
門
評
価

終
了
評
価

選
抜
評
価

提案

追
跡
評
価

総
合
評
価

追
跡
調
査

※フェーズⅡから実施する課題も公募。
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